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永年生牧草地の除染について
永年生牧草地の除染作業を進めるにあたり，これから作業を行

う場合は，下記に留意し作業に取り組んでください。

■除染後の牧草の調査結果

今年春までに除染が終了した牧草地から生産された牧草の放

射性セシウムを調査したところ，暫定許容値（100ﾍﾞｸﾚﾙ/ｷﾛｸﾞﾗ

ﾑ）を超える牧草が一部で確認されています。

■暫定許容値超過の原因

超過した原因として次のことが考えられます。

○プラウ耕やロータリー耕の耕深や攪拌が不十分。

○除染前の牧草の処分が不十分で前の牧草が再生。

○土壌ｐＨが適正に調整されなかった。土壌のカリ濃度が低か

った。

■除染の効果を確実とするために

（暫定許容値を超過する牧草が生産されないために）

○砕土整地は，ていねいな作業を心がけて下さい。

○牧草への放射性セシウムの吸収を抑制するため，堆肥や炭カ

ル，肥料を適正に施用して下さい。

■今後の作業について

これから，は種作業を行う方は，次の点に留意してください。

○山間地域は９月末まで，平坦地域は１０月上旬までに，は種

を終えるようにしてください。

○牧草の発芽揃いを良好にし，収穫時の土の混入を少なくする

ために，は種後の鎮圧を確実に行うようにして下さい。

※農作業は，事故がないよう余裕を持って行って下さい。
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